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取
材
：
塚
井
太
郎　
文
：
重
田
玲　
撮
影
：
山
口
裕
朗

―
―
青
い
空
に
、
広
大
な
海
。
素
晴
ら
し
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

八
木
会
長　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
横
浜
物
流
セ
ン
タ
ー
、
通
称
「
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」
は
、
大
型
重
機
や
超
精
密
製

〝
創
業
者
の
夢
〞が
、優
位
性
を
築
く

品
な
ど
、
大
型
貨
物
の
取
り
扱
い
に
最
適

な
設
計
が
さ
れ
た
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い

施
設
で
す
。

　
１
３
０
ト
ン
の
巨
大
ク
レ
ー
ン
、
そ
し
て

専
用
岸
壁
か
ら
貨
物
を
直
接
「
艀は

し
け

」
に
積

み
込
め
る
な
ど
、
効
率
的
な
海
上
輸
送
を

実
現
す
る
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
当
社
の
心
臓
部
で
す
ね
。

―
―
な
ぜ
、
あ
え
て
大
型
貨
物
と
い
う
、
一

見
す
る
と
手
間
の
か
か
る
分
野
を
主
力
に
据

え
た
の
で
し
ょ
う
か
？

八
木
会
長　
そ
こ
に
は
、
創
業
者
・
山
口

中な
か

の
夢
が
あ
り
ま
し
た
。

　

富
島
は
、
大
阪
商
船
（
現
・
商
船
三
井
）

の
荷
役
を
請
け
負
っ
て
い
た
富
島
組
を
源

流
と
し
て
い
ま
す
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
財
閥

解
体
令
に
よ
っ
て
富
島
組
は
解
散
し
ま
し

た
が
、
鶴
見
支
店
長
を
務
め
て
い
た
山
口
が

そ
の
精
神
と
業
務
を
継
承
し
、
設
立
し
た

の
が
弊
社
で
す
。

　

そ
し
て
富
島
組
が
主
軸
と
し
て
い
た
の

が
、大
型
貨
物
で
し
た
。
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

こ
の
分
野
で
成
功
を
収
め
る
こ
と
は
山
口
の

悲
願
で
あ
り
、譲
れ
な
い
夢
だ
っ
た
の
で
す
。

　

創
業
間
も
な
い
１
９
６
０
年
代
、
ア
メ

リ
カ
で
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
始
ま
っ
た
の
を
機

に
、
横
浜
港
も
東
京
港
も
「
こ
れ
か
ら
は
コ

ン
テ
ナ
の
時
代
だ
」
と
右
へ
倣
え
で
設
備
投

資
に
走
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
空
気
が
業
界
を
支
配

し
て
も
、
山
口
だ
け
は
「
大
型
貨
物
で
大
成

す
る
」
と
い
う
夢
を
追
い
続
け
、
決
し
て
ブ

レ
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
創
業
者
が
貫
い
た
夢
が
、
い
ま
の
御
社
の

土
台
を
築
い
た
の
で
す
ね
？

八
木
会
長　
え
え
。
創
業
か
ら
現
在
ま
で
、

私
た
ち
は
大
型
貨
物
輸
送
と
い
う
仕
事
を

磨
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ま
で
は
「
こ
の
荷
物
は
富

島
で
な
い
と
運
べ
な
い
」
と
ご
指
名
い
た
だ

け
る
ま
で
に
成
長
で
き
た
。創
業
者
の
夢
が
、

内
田
裕
久
氏

株
式
会
社
富
島

代
表
取
締
役
社
長

八
木
順
子
氏

株
式
会
社
富
島

代
表
取
締
役
会
長

１
９
４
８
年
創
業
、
港
湾
運
送
事
業
を
営
む
富
島
。

世
界
有
数
の
国
際
港
・
横
浜
を
拠
点
に
78
年
、
持
続
的
な
成
長
を
遂
げ
て
き
た
秘
訣
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

二
代
目
社
長
の
娘
で
あ
り
、
現
会
長
の
八
木
順
子
氏
と
、
三
代
目
社
長
の
内
田
裕
久
氏
は
、

「
創
業
者
、
そ
し
て
二
代
目
の
〝
Ｄ
Ｎ
Ａ
〞
が
、
い
ま
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
語
る
。

先
達
が
築
い
た

大
型
貨
物
の
道
と
、一気
通
貫
体
制
。

い
ま
私
た
ち
は
、富
島
の
D
N
A
を

引
き
継
ぐ
人
を
育
て
る
。
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八
木
順
子
氏
株
式
会
社
富
島
代
表
取
締
役
会
長

内
田
裕
久
氏
株
式
会
社
富
島
代
表
取
締
役
社
長

富
島
の
優
位
性
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

―
―
「
富
島
で
し
か
運
べ
な
い
も
の
が
あ
る
」

の
は
、
最
大
の
強
み
で
す
ね
？

内
田
社
長　
加
え
て
も
う
一
つ
の
大
き
な
柱

が
、
一
気
通
貫
体
制
で
す
。

　

貨
物
の
輸
送
か
ら
梱
包
、
保
管
、
通
関
、

船
積
、
そ
し
て
海
外
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
現
地
配

送
ま
で
、
す
べ
て
の
工
程
を
自
社
内
で
完
結

さ
せ
る
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。

―
―
す
べ
て
を
自
社
で
、
と
い
う

の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
ね
？

内
田
社
長　
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
設
備
も
専
門
ス
キ
ル
を
も

つ
人
材
も
、
維
持
す
る
に
は
大

き
な
投
資
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
富
島
が
す
べ
て
の
工
程
を

引
き
受
け
る
こ
と
で
、「
富
島
に
荷
物
を
預

け
れ
ば
、
世
界
中
ど
こ
へ
で
も
届
く
」
と
お

客
さ
ま
に
と
っ
て
は
手
離
れ
が
よ
く
、
ま
た

安
心
感
も
も
っ
て
も
ら
え
る
。

　

大
型
貨
物
の
世
界
で
こ
こ
ま
で
徹
底
し

て
内
製
化
を
貫
い
て
い
る
会
社
は
、
日
本
に

は
ほ
か
に
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
―
他
社
に
は
真
似
で
き
な
い

「
自
社
完
結
の
一
気
通
貫
体
制
」。

御
社
は
ど
の
よ
う
に
築
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

八
木
会
長　
こ
の
体
制
は
、
あ
る
と
き
一
遍

に
築
か
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
創
業

者
の
山
口
、
そ
し
て
二
代
目
の
八
木
庄
三
郎

が
、
60
年
以
上
に
わ
た
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
繰
り
返
し
た
結
果
、
よ
う
や
く
構
築
で

き
た
体
制
な
の
で
す
。

―
―
積
み
重
ね
て
き
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

は
？

八
木
会
長　
ま
ず
、
大
き
な
転
換
点
と
な
っ

た
の
は
、
１
９
６
９
年
の
自
社
工
場
の
建

設
で
す
。
そ
れ
ま
で
梱
包
作
業
は
お
客
さ

ま
先
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
貨
物
を
引
き

取
っ
て
自
社
工
場
で
梱
包
す
る
「
引
き
取
り

梱
包
」
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

―
―
引
き
取
り
梱
包
に
な
る

と
、
何
が
変
わ
り
ま
す
か
？

八
木
会
長　
以
前
は
、
弊
社

で
つ
く
っ
た
資
材
を
お
客
さ

ま
の
工
場
に
持
ち
込
み
、
弊

社
社
員
と
お
客
さ
ま
社
員
が

共
同
作
業
で
梱
包
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
が
引
き
取
り
梱
包
な

ら
、
工
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
占

有
せ
ず
、
人
員
を
割
い
て
も

ら
う
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
富
島
も
管
理
の
行

き
届
い
た
環
境
で
作
業
す
る

こ
と
で
、
品
質
向
上
と
時
間

短
縮
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
劇
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が

り
、
引
き
取
り
梱
包
は
双
方
に
と
っ
て
の

Ｗ
ｉ
ｎ­

Ｗ
ｉ
ｎ
を
実
現
し
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
通
関
手
続
き
に
か
か
る
業
務

効
率
化
と
費
用
削
減
に
向
け
て
、
１
９
８
６

年
に
通
関
業
の
認
可
を
取
得
し
、
自
社
通

関
体
制
に
し
た
の
も
、創
業
者
の
山
口
で
す
。

―
―
お
二
人
に
よ
る
現
体
制
に
な
っ

て
か
ら
、
ど
の
く
ら
い
経
つ
の
で

し
ょ
う
？

八
木
会
長　
10
年
で
す
。
し
ば
ら

く
の
間
、
前
社
長
の
八
木
が
会
長

と
し
て
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
前
に
相
談
役
に
退

き
、
経
営
の
第
一
線
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
そ

の
と
き
か
ら
、
名
実
と
も
に
私
た
ち
が
全
責

任
を
負
う
形
で
す
ね
。

―
―
創
業
者
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
「
闘
魂
」

が
試
さ
れ
る
よ
う
な
、
大
き
な
試
練
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

八
木
会
長
２
０
１
9
年
の
台
風
15
号
で

し
ょ
う
か
。
あ
の
夜
、
こ
こ
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
高
潮
に
襲
わ
れ
、
浸
水
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

　

海
水
と
共
に
、
海
底
か
ら
巻
き
上
げ
ら

れ
た
砂
利
や
流
木
、
あ
ろ
う
こ
と
か
タ
コ
や

魚
ま
で
工
場
の
な
か
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い

る
状
態
。
海
に
面
し
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
へ
し

折
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
、
ク
レ
ー
ン
も
す

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク

…
…
。
二
代
目
の
八
木
か
ら
は
、
あ
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
す
ら
霞か

す

む
ほ
ど
過
酷
な
日
々

だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

「
も
う
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
場
面

で
、
彼
ら
は
何
度
、
こ
の
二
文
字
を
見
て
自

ら
を
奮
い
立
た
せ
て
き
た
の
か
。
逆
境
に
直

面
す
る
た
び
、「
負
け
て
た
ま

る
か
」
と
奮
起
す
る
先
達
の
背

中
を
、
こ
の
書
を
見
る
と
思
い

出
し
ま
す
。

内
田
社
長　
そ
し
て
、
一
気
通
貫
体
制
を
究

極
の
形
に
し
た
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
た
の
が
、
二
代
目
の
八
木
に
な
り
ま
す
。

　

業
界
に
先
駆
け
て
ス
チ
ー
ル
梱
包
を
導
入

し
、
海
上
輸
送
の
揺
れ
や
湿
気
か
ら
精
密
機

械
を
守
る
体
制
を
確
立
。
梱
包
の
ロ
ボ
ッ
ト

化
を
推
進
し
た
り
、
輸
出
用
の
木
材
に
必
要

な
高
熱
処
理
（
燻く

ん

蒸じ
ょ
う）

ま
で
自

社
で
行
え
る
よ
う
に
し
た
の
も
、

先
代
の
功
績
で
す
。

「
自
分
た
ち
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
工
程
を
ゼ
ロ
に
す

る
」。
そ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
集
大
成
が
こ
の
場
所
な
の
で

す
。

―
―
常
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
。
先

達
の
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
に
支
え
ら
れ
て
、
い
ま

が
あ
る
の
で
す
ね
。

八
木
会
長　
本
社
の
応
接
間
に
「
闘
魂
」

と
い
う
書
を
掲
げ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ

は
創
業
者
の
山
口
が
経
営
の
苦
境
に
立
た

さ
れ
た
時
代
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
か
ら

頂
い
た
も
の
で
す
。

　

戦
後
の
混
乱
期
に
産
声
を
上
げ
た
富
島

の
歩
み
は
、
ま
さ
に
荒
波
の
連
続
で
し
た
。

上左／貨物をつり上げる130トンクレーン。上右／富島オリジナルスチールケース。下左／梱
包に使用する鋼材を切断・溶接。下右／専用岸壁で貨物を積み込んだ艀。本船へ貨物を運ぶ。

創業者・山口中の肖像レリーフ。常に革新
を繰り返す、夢と熱意に溢れる人物だった。

弁護士の井上先生から贈られた「闘魂」の
書。山口氏自らが丁寧に額装したという。

べ
て
稼
働
せ
ず
…
…
。

内
田
社
長　
何
よ
り
恐
ろ
し
か
っ
た
の
は
、

お
預
か
り
し
て
い
た
お
客
さ
ま
の
貨
物
で

す
。
１
台
数
千
万
円
、
数
億
円
と
い
っ
た
機

械
が
、
塩
水
を
被
っ
て
い
る
。
そ
の
光
景
を

目
に
し
た
瞬
間
、「
も
う
、
富
島
は
終
わ
っ

た
…
…
」
と
、
膝
が
震
え
ま
し
た
。

―
―
背
筋
が
凍
り
ま
す
ね
…
…
。
そ
の
後
の
対

応
は
？

内
田
社
長　
ま
ず
、
す
べ
て
の
お
客
さ
ま
の

も
と
へ
訪
問
し
て
回
り
、
一
社
一
社
、
最
善

の
処
理
を
共
に
検
討
し
ま
し
た
。

　

復
旧
に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
が
こ
だ
わ
っ

た
の
は
、
原
状
回
復
で
な
く
「
次
に
同
じ
よ

う
な
台
風
が
来
て
も
問
題
の
な
い
設
備
に

進
化
す
る
こ
と
」
で
し
た
。

〝
革
新
〞の
積
み
重
ね
が

一
気
通
貫
体
制
を
確
立

台
風
被
害
を
バ
ネ
に
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
強
化

原状回復でなく
設備を“進化”。
被害は二度と
繰り返さない。

安全・迅速に
貨物を届ける。
誠実さと情熱が、
高品質の源です。
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現在の
景気動向

12月の都内の景気は、全体として緩やかに回復している。百貨店、乗用車販売は前年を下回ったが、
スーパー、コンビニエンスストア、住宅着工、公共投資、輸出は前年を上回った。10～12月期
の設備投資は増加見込み、経常利益は減益見込みとなっている（法人企業）。有効求人倍率は前月か
らわずかに上昇した。企業倒産件数は2カ月ぶりに前年を上回った。

工業生産指数（季調値） 工業在庫指数（季調値） 消費者物価指数
（ ）は前年同月比 %　 （ ）は前年同月比 % （ ）は前年同月比 %
   9 月 100.4（－6.5）   9 月  86.1   （－9.9） 10月 111.8（2.7）
10月 111.6    （2.3） 10月  83.7（－15.3） 11月 112.2（2.7）
11月 104.8（－3.5） 11月  73.4（－25.8） 12月 112.0（2.0）

＊工業生産指数・在庫指数・消費者物価指数は2020年平均＝100。 ＊工業生産指数・在庫指数の前年同月比は、原数値による。

一口メモ

2026年度一般会計予算案は、予算規模9兆6,530億円、前年度比5.4%増と
過去最大。政策的経費である一般歳出は、同5.4%増の7兆2,678億円、税収
は同6.6%増の7兆3,856億円を見込む。物価高対策を実施するほか、「ダイバー
シティ」「スマートシティ」「セーフシティ」を進化させる取組に予算を重点配分。

東京都の２０２６年度予算案

都内の景気は、緩やかな回復が続くことが期待される。雇用・所得環境の改善や各種政策の効果
が望まれるものの、物価高の長期化や海外の景気、外交関係の影響等が懸念される。

今後の見通し
（３カ月）

同上調査によると、都内の法人企業（同上）の2025年度の経常利益は、全規模・全産業が前年比
▲2.9%の減益見込み、規模別では大企業が同▲2.9%、中堅企業が同▲2.6%の減益見込みだが、
中小企業は同2.8％増の増益見込みとなっている。

企業収益
（法人企業）

12月の住宅着工戸数は、前年同月比10.3%増と2カ月ぶりに前年を上回った。利用関係別では、持家
（同29.0%増）は9カ月ぶり、分譲一戸建て（同9.0%増）、貸家（同12.7%増）は3カ月連続、給与住宅（同
233.3%増）は2カ月連続で増加したが、分譲マンション（同▲4.8%）は2カ月連続で減少した。

住宅建設

企業倒産件数は、前年同月比13.0%増と2カ月ぶりに前年を上回った。負債総額は同61.3%増と4カ月ぶ
りに前年を上回った。業種別では、小売業（同▲25.0%）、医療福祉・教育学習支援業（同▲9.1%）などが減少、
情報通信業（同57.1%増）、建設業（同38.5%増）、サービス業（同24.2%増）などは増加した。

企業倒産

東京税関管内の輸出額は、前年同月比10.5%増と25カ月連続で前年を上回った。主要地域別では、
アジア向け（同12.7%増）は25カ月連続、EU向け（同7.6%増）は5カ月連続で前年を上回ったが、
アメリカ合衆国向け（同▲8.6%）、中国向け（同▲1.9%）はいずれも2カ月ぶりに前年を下回った。

貿易
（東京税関管内）

有効求人倍率（季調値）は、1.75倍と前月から0.02ポイント上昇した。先行指標とされる新規求
人数は前年同月比▲1.6%で5カ月連続で前年を下回った。南関東の完全失業率は2.3%と前月か
ら横這い。

労働需給

公共工事請負金額は、前年同月比23.3%増と2カ月ぶりに前年を上回った。発注者別では、国（同
7.6% 増）、独立行政法人（同38.2%増）、都県（同11.8%増）、市区町村（同32.2%増）、地方
公社（同21.3%増） と全てにおいて増加した。

公共投資

日本銀行「都道府県別預金・現金・貸出金」によると、12月の都内店舗の銀行による貸出残高は、
前年同月比7.4%増と172カ月連続で前年を上回った。増加幅は前月から0.1ポイント減少した
ものの、高い伸び率を維持した。

資金需要
（銀行）

東京財務事務所「法人企業景気予測調査（10～12月調査）」によると、都内の法人企業（資本金1千万円
以上）の2025年度の設備投資計画額は、全規模・全産業が前年比11.2%増の増加見込み、規模別では
大企業が同11.4%増、中堅企業が同7.7%増、中小企業が同6.9%増といずれも増加見込みとなっている。

設備投資
（法人企業）

個
人
消
費

百貨店売上高は、前年同月比▲0.2％（既存店ベース）と2カ月連続で前年を下回った。美術・宝
飾・貴金属は好調に推移したものの、高級ブランドを含む身のまわり品の売上減少などが影響した。
中国の訪日渡航自粛要請の影響もありインバウンド需要は減少。

百貨店
売上高

関東地区のコンビニエンスストアの売上高は、前年同月比3.6%増（全店ベース）と49カ月連続、
東京都の売上高は前年同月比5.6%増（全店ベース）と52カ月連続で前年を上回った。

コンビニ
売上（関東）

スーパーの売上高は、前年同月比1.6％増（既存店ベース）と17カ月連続で前年を上回った。前年
より日曜日が1日少なかったものの、歳末商戦は比較的堅調に推移した。節約志向の強まりや来客
数の鈍化、買い上げ点数の減少傾向は続いているが、食品の価格上昇などが売上高を下支えした。

スーパー
売上高

乗用車販売台数 (軽を含む )は、前年同月比▲2.5％と2カ月連続で前年を下回った。車種別では、
普通車 (同▲6.9%) は3カ月連続で前年を下回ったが、小型車 (同8.2%増 ) は2カ月ぶり、軽乗
用車 (同3.5%増 ) は3カ月連続で前年を上回った。

乗用車
販売台数

きらぼし経済レポート
きらぼし銀行 連携推進部 表は、都内経済の最新のデータを集めた当行独自

のものです。なお、お天気マークは当部の判断です。
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晴れ12月の
都内経済状況 

経
営
を
物
語
る

K
I
R
A
B
O
S
H
I
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

八
木
順
子
氏
株
式
会
社
富
島
代
表
取
締
役
会
長

内
田
裕
久
氏
株
式
会
社
富
島
代
表
取
締
役
社
長

　
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
、
最
高
レ
ベ
ル
の
防
潮
性

能
を
も
つ
も
の
へ
刷
新
。
岸
壁
に
は
、
高
潮

を
遮
断
す
る
防
潮
壁
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

災
害
を
想
定
外
で
片
付
け
ず
、
起
こ
り

う
る
も
の
と
し
て
備
え
る
。
こ
の
ピ
ン
チ
を

バ
ネ
に
、
富
島
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
以
前
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
強
固
な
も
の
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

―
―
創
業
者
、
そ
し
て
二
代
目
と
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
お
二
方
は
、

創
業
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
、社
員
に
引
き
継
ぐ

【本社】神奈川県横浜市金沢区幸浦1丁目2番20号

【設立】1948年

【資本金】6,000万円

【従業員数】183名

【事業内容】港湾運送事業、海運貨物取扱業、内航
運送取扱業、通関業など、輸送、輸出梱包、保管、通
関、船積、海外ユーザーへの配送まで輸送全般

株式会社富島

きらぼし銀行　横浜支社会員

次
な
る
変
革
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？

八
木
会
長　
先
代
た
ち
が
大
型
貨
物
、
一

気
通
貫
体
制
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
を
確
固
た
る
も
の
に
築
き
あ
げ
て

く
れ
ま
し
た
。私
た
ち
の
代
で
成
す
べ
き
は
、

〝
人
〟
と
い
う
ソ
フ
ト
面
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
決
意
の
も
と
、
５
年
前
か
ら
本
格

的
な
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ

せ
ま
し
た
。
管
理
職
や
役
員
ク
ラ
ス
の
リ
ー

ダ
ー
創
出
の
た
め
の
研
修
を
行
っ
て
お
り
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
、
中
国

古
典
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
、
ひ
い
て
は
人
と
し
て

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
学

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
化
が
ど
れ
ほ
ど
進
ん
で

も
、そ
れ
ら
を
使
い
こ
な
し
、

最
後
に
お
客
さ
ま
に
安
心

を
届
け
る
の
は
、
や
は
り
人

で
す
。

内
田
社
長　
外
国
人
材
の
活
用
な
ど
、
社

内
の
価
値
観
の
多
様
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
メ
ン

バ
ー
が
同
じ
「
富
島
プ
ラ
イ
ド
」
を
も
っ
て

働
け
る
環
境
を
つ
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

次
世
代
を
担
う
人
の
育
成
は
必
要
不
可
欠

で
す
。

―
―
育
成
の
成
果
は
現
れ
て
い
ま
す
か
？

内
田
社
長　
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。
自
主
的
に
考
え
る
様
子
が
窺う

か
が

え
た

り
、
社
内
の
雰
囲
気
と
し
て
も
、
皆
が
意

見
を
言
い
や
す
い
風
土
が
、
よ
り
醸
成
さ
れ

た
と
感
じ
ま
す
。

―
―
育
成
し
た
人
の
な
か
か
ら
、
後
継
者
が
育

つ
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
ね
。

八
木
会
長　
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
お
お

ま
か
な
計
画
を
立
て
、
あ
と
は
あ
え
て
自
然

の
流
れ
に
任
せ
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
事
業
承
継
と
は
「
誰
が
ト
ッ
プ
に

な
る
か
」
や
「
株
を
ど
う
動
か
す
か
」
で
は

な
く
て
、「
歴
代
の
経
営
者
が
培
っ
て
き
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
、
い
か
に
社
員
一
人
ひ
と
り
に
引

き
継
ぐ
か
」
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

大
型
貨
物
に
こ
だ
わ
っ
た
「
創
業
者
の

夢
」、
波
乱
万
丈
の
時
代
を
生
き
抜
い
た

「
闘
魂
」、
お
客
さ
ま
へ
の
「
誠
実
」、
失
敗

を
恐
れ
な
い
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
精
神
」、

そ
し
て
、
何
よ
り
「
人
を
大
切
に
す
る

心
」
…
…
。

　

私
た
ち
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
富
島
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
社
員
に
手
渡
し
、
今
度
は
彼
ら
の

手
で
、
時
代
に
合
わ
せ
て
膨
ら
ま
せ
て
い
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
の
土
壌
を
つ
く
る
の
が
、
い
ま

心
血
を
注
い
で
い
る
人
材
の
育
成
で
す
。
次

代
を
担
う
彼
ら
が
、
将
来
ど
ん
な
景
色
を

見
せ
て
く
れ
る
の
か
、
い
ま
か
ら
楽
し
み
で

な
り
ま
せ
ん
。
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